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の 3 つに、第 2 が、考え抜く力（シンキング）で
あり、同じく①課題発見力、②計画力、③創造力

















































































































　“ 3 ” で七面倒くさい議論を展開したのは、「社
会人基礎力」も科学的成果ではないとすれば、そ
の普遍性は保証されないということを言いたかっ
たからだ。Ｍ・アルベール『資本主義対資本主義』
では、資本主義にはアングロサクソン型（米英型）
とラインまたはアルペン型（大陸型）の 2 種類が
あると指摘する。前者が主に市場原理主義（新自
由主義＝“ネオ” リベラリズム）の立場だとすれば、
後者は主に社会自由主義（＝“ニュー ” リベラリズ
ム）の立場と言ってよいであろう。どちらの立場
をとるかは哲学の問題であり、またこれは選択の
問題でもある。
　ここでそうした 2 つの資本主義と、今後の雇用
型について考えてみることとしよう、これまでの
終身雇用を前提としたメンバーシップ型雇用がラ
イン型に、ジョブホッピングを前提とするジョブ
型雇用がアングロサクソン型に基づいているとす
れば、これも選択の問題である。何か自然の法則
として、今後は、日本でもジョブ型雇用が席巻す
るといった議論を展開する向きもあるが、これは
危険にすぎる。ここにも国民経済の主人公である
国民の意思が働かなければならないとすれば、軽々
に「メンバーシップ型雇用よサヨウナラ、ジョブ
型雇用よコンニチワ」などとは言えないはずであ
る。余談であるが、TPPも同様の問題を抱えている。
　翻って、キャリア教育が単に学生を就職させる
ことを目的とするのではなく、“社会人として生き
抜く力” を身に付けることだとすれば、大学教職
員にはいくらでもすべきことがあるだろう。不慣
れな“いわゆる”キャリア教育に右往左往すること
なく、今こそ自分が “学び信じる” ことで学生を
領導し、学生が自分で考えることの能力を開発す
る。社会人に求められる能力は何よりも、「ソリュー
ション力」である。考える力こそがソリューショ
ン力そのものである。そのことにさえ気づけば、
16
大学の生き残りはそう難しいものではないはずだ
と思われるのであるが…。
　以上実務家と教員のハイブリッドとして、浅学
菲才の恥を晒させて頂いた。文中関係各位に失礼
な発言があったとすれば、予めお詫び申し上げて
おきたい。
（さかい・としゆき　聖学院大学基礎総合教育部特任講師）
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出所：Ｒ・ペンローズ『ペンローズの〈量子脳〉理論』（竹内薫の解説）
